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？

特別会計名 歳　入 歳　出 特別会計名 歳　入 歳　出
国 民 健 康 保 険 17億　160万円 17億　105万円 農業集落排水処理事業 4億3,349万円 4億1,570万円

後期高齢者医療 1億6,884万円 1億6,880万円 漁業集落排水処理事業 3,311万円 3,308万円

直 営 診 療 所 967万円 941万円 公 共 下 水 道 事 業 5億6,789万円 5億6,385万円

介 護 保 険 15億2,516万円 14億9,374万円 町 営 住 宅 等 1億4,841万円 1億4,571万円

簡 易 水 道 事 業 1億7,576万円 1億4,707万円 土 地 開 発 事 業 1億4,769万円 1億4,681万円

農業者労働災害共済事業 213万円 120万円

特別会計

企
業
会
計

会　計　名 区分 収　入 支　出 差　引

水 道 事 業
収益的 1億5,107万円 1億2,736万円 2,371万円
資本的 1,920万円 7,650万円 △ 5,730万円

工事用水道事業
収益的 2,940万円 2,119万円 821万円
資本的 434万円 434万円 0円

上中病院事業
収益的 7億2,271万円 7億2,161万円 110万円
資本的 105万円 2,783万円 △ 2,678万円

主
な
質
疑
事
項

問　

平
成
23
年
度
で
総
務
課
の
所
管
事
業
の
反
省
と
、
平
成
24

年
度
に
生
か
し
た
い
と
思
う
こ
と
は
何
か
。

答　

平
成
23
年
度
は
、
き
め
細
か
な
交
付
金
事
業
で
修
繕
に
力

を
入
れ
た
。
あ
る
程
度
終
了
し
た
の
で
今
後
修
繕
は
節
約

で
き
る
と
思
う
。
国
、
県
か
ら
の
補
助
を
活
用
努
力
し
て

い
く
。

問　

国
保
の
基
金
の
残
高
が
１
、０
０
０
万
円
ほ
ど
し
か
な
い
。

国
保
税
を
上
げ
る
の
か
。

答　

国
保
税
は
平
成
25
年
度
か
ら
上
げ
る
方
向
で
検
討
し
て
い

る
。
11
月
に
再
度
お
謀
り
す
る
。

問　

集
合
住
宅
の
滞
納
は
何
年
前
か
ら
か
。

答　

平
成
21
年
以
前
の
分
は
管
理
団
体
が
負
担
。
平
成
22
年
度

で
は
５
、６
年
分
滞
納
の
方
も
い
る
。
返
済
計
画
を
作
成

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

平
成
23
年
度
決
算
審
査

有害鳥獣処理加工施設建設（海士坂）

予算決算常任委員会

若狭消防署上中分署

瓜生小学校プール施設整備

自主財源　32.9%　
依存財源　67.1％　

実費公債費比率　16.5%
　公債費による財政負担の程度を示す数値
　平成22年度対比　0.1%減

経常収支比率　89.8%
　財政硬直度を示す数値
　平成22年度対比　7.7ポイント増

歳入

平成23年度重要な事業
平成23年度　決算を認定平成23年度　決算を認定

108億2,315万円一般会計歳出総額
私たちの税金は
　　どう使われたのか？

支出は　住民一人当たり　約66万円
　　　　一世帯当たり　 約218万円

〔数値について〕
※万単位で表示しているため端数が一致しない場合があります。
※（　　）内は前年度比

□有害鳥獣処理加工施設建設
　（嶺南連携事業） ３億5,467万円
□きめ細かな交付金事業
　（平成22年度繰越）
　　庁 舎 等 修 繕　 7,107万円
　　町 道 整 備 等　 9,876万円

□子ども医療費助成事業 4,725万円

□獣害防止柵設置事業 7,406万円
□有害鳥獣対策事業
　（捕獲報償） 2,122万円
□おいしい福井米づくり事業
　三方カントリーエレベーター改修
 １億6,474万円

□瓜生小学校プールリフレッシュ事業
 8,011万円
□熊川宿観光駐車場整備事業 2,911万円

□若狭消防署上中分署建設事業
　（平成23年度・24年度継続事業）
 １億4,899万円

総　務　費

民　生　費

農林水産業費

教　育　費

消　防　費



〔5〕若狭町議会だより 第30号 〔4〕若狭町議会だより 第30号

7月臨時会7月臨時会

9 月 定 例 会9 月 定 例 会

補正1,800万円一般会計予算に増額

一般会計4億6,225万円を増額補正

【7月31日】

【9月5日～25日】

緊急雇用創出事業として、河川の浚渫、獣害のない里づくり、観光誘客事業を盛り込む。

合　計　99億1,403万円

総務費 ●交通安全施設整備事業 345万円

民生費 ●ふれあいハウス管理事業 ３００万円

農林水
産業事
業 費

●水田農業活性化事業
●おいしい福井米生産体制整備
●農業体質強化基盤整備促進

3,210万円
4,604万円
1,000万円

商工費 ●地域振興商品券事業
●観光協会補助金事業

362万円
200万円

土木費 ●除雪対策事業 5,195万円

土木費

●道路維持修繕事業 3,420万円

●みんなでつくる原材料支給事業 100万円

●熊川宿バス停留所整備事業 501万円

教育費

●中学校教育振興事業 135万円

●パレア若狭図書館運営事業 105万円

●上中体育館改修事業 1,093万円

地方交付税 3,000万円

県 支 出 金 １億　200万円

財 産 収 入 555万円

繰 入 金 2,644万円

繰 越 金 ３億2,646万円

市 町 村 債 △3,120万円

会計区分 補正額 合計額 会計区分 補正額 合計額

国民健康保険 3,537万円 18億1,026万円 公共下水道 3,916万円 5億9,703万円

後期高齢者医療 27万円 1億7,002万円 町営住宅等 240万円 1億4,617万円

介 護 保 険 3,289万円 15億3,705万円 土地開発事業 245万円 333万円

簡易水道事業 1,647万円 2億3,408万円  企業会計
    水道事業 563万円 3億  584万円農業集落排水処理事業 2,616万円 4億4,882万円

■主な収入 ■平成24年度特別会計

■一般会計　主な事業

上中カントリーエレベーター 上  中  体  育  館

○
平
成
24
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

主
な
質
疑
事
項

問　

原
子
力
発
電
施
設
立
地
共
生
交
付
金
は
、
平
成
24
年
度

の
最
終
的
な
交
付
金
に
な
る
の
か
。

答　

見
込
み
額
は
２
億
１
千
940
万
円
で
ほ
ぼ
確
定
。
平
成
25

年
度
ま
で
の
計
画
を
し
て
い
る
。
平
成
25
年
度
で
終
わ

る
計
画
。

問　

伝
統
行
事
保
存
継
承
事
業
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答　

事
務
局
が
歴
史
文
化
課
の
伝
統
文
化
協
会
で
取
り
ま
と

め
を
し
て
い
る
。

　
　

１
集
落
10
万
円
の
補
助
。

問　

上
瀬
住
宅
地
で
町
有
地
が
多
く
あ
る
の
に
造
成
し
て
も

売
却
で
き
な
い
の
で
は
。
将
来
的
に
ど
う
か
。

答　

次
世
代
定
住
促
進
で
人
口
を
減
少
さ
せ
な
い
努
力
を
し

て
い
る
。
46
世
帯
の
方
の
受
け
皿
と
し
て
達
成
す
る
考

え
で
あ
り
、
行
政
と
し
て
の
政
策
を
し
て
い
く
。

問　

瓜
割
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
は
住
宅
を
売
る
た
め
だ
け
の
計
画

か
。
目
的
は
。

答　

そ
の
地
域
を
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
と
し
て
都
会
の
方
を
対
象

に
売
却
す
る
計
画
。

　
　

小
水
力
発
電
や
水
車
整
備
を
し
て
全
国
に
発
信
す
る
事
業
。

問　

パ
レ
ア
図
書
館
内
の
カ
メ
ラ
設
置
の
目
的
は
。

答　

不
審
者
対
応
と
防
犯
の
目
的
。

問　

社
会
体
育
活
動
事
業
の
中
で
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
と
上

中
体
育
館
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
募
集

す
る
の
と
、
上
中
体
育
館
の
委
託
の
中
身
は
。

答　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
、
上
中
体
育
館
を
ど
の
よ
う
に

す
る
か
提
案
し
て
い
た
だ
く
。
業
者
が
決
ま
っ
た
ら
そ

の
業
者
が
実
施
設
計
を
行
う
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　

条
例
の
改
正
２
件
を
審
査
。
い
ず
れ
も
全
員
一
致
で
原
案

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
若
狭
町
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

•
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
若
狭
町
防
災
会
議
の
所
掌
事
務
局
等
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

主
な
質
疑
事
項

問　

改
正
案
の
定
数
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

現
在
委
員
が
21
名
の
構
成
で
、
定
数
は
34
名
以
内
と

な
っ
て
い
る
。
町
長
が
自
主
防
災
組
織
を
構
成
す
る
者

又
は
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
任
命
す
る
の
で
、
今
後
21

名
よ
り
若
干
多
く
な
る
。

問　

災
害
対
策
本
部
の
構
成
員
は
役
場
の
職
員
か
。

答　

役
場
の
職
員
、
消
防
署
、
警
察
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。

問　

学
識
経
験
者
が
入
っ
た
意
味
は
、
原
子
力
防
災
も
踏
ま

え
て
の
事
か
。

答　

最
近
い
ろ
い
ろ
な
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
専
門
で
あ

る
大
学
の
教
授
を
入
れ
る
予
定
。

○
若
狭
町
災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

•
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
引
用
条
項
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

主
な
質
疑
事
項

問　

学
識
経
験
者
は
災
害
本
部
に
直
ぐ
に
出
て
頂
け
る
方
を

選
任
す
る
よ
う
に
。

答　

考
慮
し
て
近
く
の
方
を
選
任
す
る
。

○
議
会
で
意
見
書
提
出

□
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
「
地
方
財
源
を
確
保
・
充
実

す
る
仕
組
み
」
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

　
　

森
林
吸
収
源
対
策
な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

む
た
め
に
恒
久
的
・
安
定
的
な
財
源
が
大
幅
に
不
足
し
て

い
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
の
税
の
一
定
割
合

を
森
林
面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る
仕
組
み
を
早
急
に
構
築

す
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

□
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
　

平
成
25
年
度
の
地
方
財
政
予
算
全
体
の
安
定
確
保
に
向

け
て
、
政
府
に
対
策
を
求
め
る
も
の
で
す
。
近
年
の
経
済

状
況
の
悪
化
を
懸
念
す
る
上
か
ら
も
重
要
。　

　

９
月
議
会
で
の
付
託
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
所

管
事
務
調
査
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑
事
項

問　

レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
病
院
の
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

答　

経
営
状
況
は
大
変
厳
し
く
、
診
療
科
目
の
見
直
し
や
、

療
養
型
病
床
を
増
や
す
方
向
で
考
え
て
い
く
。

問　

前
町
長
時
代
に
、
話
の
あ
っ
た
レ
イ
ク
ヒ
ル
ズ
敷
地
へ

の
老
人
ホ
ー
ム
誘
致
の
話
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の

か
。

答　

行
政
の
初
期
投
資
も
無
理
な
の
で
、
断
っ
た
。

問　

い
じ
め
の
調
査
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

ま
た
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
。

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
ど
の
学
校
で
も
し
て
い
る
。
平
成

23
年
は
１
件
、
24
年
は
小
学
校
、
中
学
校
で
も
１
件
ず

つ
あ
っ
た
。
県
か
ら
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
両
中
学
校
と
小

学
校
を
回
っ
て
い
る
。
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議員定数２名減　16 名に
　９月定例議会最終日（25日）、議員定数を２名削減し、16名とする条例案が議員発議で上程さ
れ、可決された。本年度、全議員で議会改革の一環で議論を始め、「議員と語る会でのフリートーク
や町の厳しい財政事情、人口減少傾向にある」こと等を踏まえたもので議論を重ねてきた。「地域に
根差した議会活動をするには定数を減らすべきでない」の異論もあったが、合併後初めての削減にな
るもので、来年４月の任期満了に伴う選挙から適用される。

　　　　　　　　
　　　     

  　　　　　　　　　　　　　 議　員　名

　　　　議　案　等　名

　

採
決
月
日

霜
中
茂
実

藤
本
佳
司

柘
原
直
仁

北
原
武
道

松
岡
喜
一

福
谷　

洋

藤
田
美
穂

武
田
敏
孝

清
水
利
一

藤
本　

勲

大
塚
季
由

中
島
正
昭

小
堀
信
昭

小
林
和
弘

松
本
孝
雄

増
井
九
右
衞
門

中
村
正
彦

小
堀
友
廣

認定第１号
平成23年度若狭町一般会計及び
特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

9/25 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ―

議案第67号
平成24年度若狭町土地開発事業
特別会計補正予算（第１号）

9/25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ○ ―

発議第５号
若狭町議会議員の定数を定める条
例の一部改正について

9/25 × ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 員 賛 否 一 覧 議長は採決に加わりません　○賛成　×反対

【９月５日に採決され全員賛成で可決された議案】
　　•町道路線の認定（西部135号線　神子～小川）
　　•教育委員会委員の任命につき同意（田辺佐知夫氏）
【９月25日に採決され全員賛成で可決された議案】
　　•平成23年度若狭町水道事業会計、工業用水道事業会計及び
　　　国民健康保険上中病院事業会計決算の認定について
　　•若狭町防災会議条例の一部改正
　　•若狭町災害対策本部条例の一部改正
　　•平成24年度一般会計補正予算（第３号）
　　•平成24年度特別会計、企業会計補正予算８件　　

　現在電力事業者と原子力発電所準立地市町と結んでいる、原子力安全協定の見直しの申
し入れに対する回答が、９月14日にあり、９月25日に町当局と関西電力㈱から説明が
ありました。

　主な内容は、立地並みの権限は認めないが、計画の事前報告や職員の現地確認、損害の
補償など新たな項目が入っている。

　立地並みを申し入れたが、内容は当初望んでいたものかとの町長への質問に対し、「事
業者から今後とも誠意をもって継続するとの回答であり、これが限界かと思う。今後、
10月末を目処に締結したい。」との回答であった。事業者には、損害の補償、原子力防
災対策の充実について質問があり、それぞれ答弁があった。

藤
田
・
小
林
議
員

清
水
・
増
井
議
員

北
原
・
武
田
議
員

松
本
・
藤
本
佳
議
員

松
岡
・
福
谷
議
員

大
塚
・
小
堀
信
議
員

中
島
・
中
村
議
員

柘
原
・
藤
本
勲
議
員

小
堀
友
・
霜
中
議
員

コウノトリを守
るために私たち
に出来ること！

介護保険料を上
げても施設や
サービスを充実
させるか否か！

合併後、上中・
三方地域でシス
テムの相違があ
ることについ
て！

学校教育が子ど
もたちにとって
より良くなるた
めの方策！

エネルギー開発についてのあれこれ！エネルギー開発についてのあれこれ！

現状と課題を見出し対策を図っていく現状と課題を見出し対策を図っていく

■全体会（各グループの報告会）■全体会（各グループの報告会）

■分科会（小グループに分かれてフリートーク）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

「女性の会のつどい」で議員と語る会 中央公民館
平成24年7月20日

安
全
協
定
の
見
直
し
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交
通
弱
者
対
策
を
伺
う

　
　
　
　

町
の
バ
ス
運
行
費

用
は
。

　
　
　
　

全
体
で
３
千
580
万

円
。

　
　
　
　

運
行
形
態
は
従
来

変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

集
落
内
運
行
を
願
う
交
通

弱
者
は
多
い
。

　

県
内
で
も
オ
ン
デ
マ
ン
ド

方
式
を
と
り
い
れ
る
自
治
体

が
多
い
。

　

町
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
な

い
か
。

　
　
　
　

交
通
弱
者
が
利
用

し
や
す
い
き
め
細
か
い
交
通

　
　
　
　

少
子
化
で
こ
ど
も

は
わ
が
町
、
国
の
宝
で
す
。

　

こ
ど
も
の
安
全
を
守
る
の

は
大
人
の
役
目
で
す
。

　

事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は

取
り
返
し
が
つ
か
な
い
。

　

町
内
の
通
学
路
は
安
全
と

誇
れ
る
よ
う
に
す
る
教
育
長

の
決
意
は
。

　
　
　
　

安
全
マ
ッ
プ
に
気

が
か
り
な
点
は
改
善
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。

　

先
般
、
国
、
県
の
道
路
管

理
者
、
警
察
と
「
通
学
路
に

お
け
る
緊
急
合
同
点
検
」
を

実
施
し
、
改
善
策
を
検
討
し

て
い
る
。

　

次
代
を
担
っ
て
く
れ
る
子

ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
全
力

を
挙
げ
安
全
対
策
に
努
め

る
。

嶺
南
６
市
町
、
福
井
県
に
対
し

継
続
で
お
願
い
し
、
早
期
実
現

に
向
け
、
嶺
南
地
域
の
共
通
課

題
と
し
て
、
福
井
県
、
滋
賀
県

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
国
に
対

し
、
関
係
法
令
の
拡
大
適
用
を

は
じ
め
補
助
制
度
の
創
設
等
に

つ
い
て
粘
り
強
く
、
要
請
活
動

を
展
開
す
る
。

　
　
　

  

北
陸
新
幹
線
の
若
狭

ル
ー
ト
が
決
定
さ
れ
た
時
、
在

来
線
と
し
て
の
快
速
鉄
道
は
。

　
　
　
　

現
時
点
で
は
、
若
狭

ル
ー
ト
が
決
定
し
た
場
合
、
快

速
鉄
道
が
並
行
在
来
線
に
な
る

の
か
、
主
要
路
線
に
な
る
の
か

は
不
透
明
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
若
狭
ル
ー
ト
を
堅

持
し
、
今
ま
で
以
上
に
、
福
井

県
と
嶺
南
６
市
町
の
連
携
を
密

に
し
、
意
志
統
一
を
図
り
、
建

設
に
向
け
、
努
力
を
傾
注
す
る
。

道
の
駅
を
連
携
さ
せ
、
一
括
関

連
し
た
方
向
性
を
示
す
こ
と
が

重
要
、
町
長
の
考
え
は
。

　
　
　
　

新
た
な
魅
力
と
し
て

三
方
五
湖
や
常
神
半
島
周
辺
で

花
桃
や
山
桜
な
ど
に
取
り
組
み
、

既
存
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ツ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
、
お
宿
ま
つ
り
、

若
祭
等
を
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に

よ
る
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と

併
せ
て
情
報
を
発
信
し
、
イ
ベ

ン
ト
と
道
の
駅
等
の
施
設
と
の

相
乗
効
果
を
生
み
な
が
ら
、
観

光
産
業
の
活
性
化
に
繋
げ
る
。

　
　
　
　

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀

ま
で
の
開
業
を
見
据
え
、
さ
ら

に
延
伸
、
敦
賀
以
西
へ
の
ル
ー

ト
が
ど
う
な
る
か
不
透
明
な
中

で
、
若
狭
町
が
要
望
し
て
い
る

快
速
鉄
道
の
建
設
促
進
運
動
は
。

　
　
　
　

今
後
も
、
「
嶺
南
鉄

道
整
備
基
金
の
積
み
立
て
を
、

　
　
　
　

平
成
26
年
度
に
開
通

予
定
の
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

「
三
方
五
湖
Ｐ
Ａ
」
に
付
設
予

定
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
必

要
性
と
活
用
方
法
は
。

　
　
　
　

若
狭
地
域
の
観
光
拠

点
と
し
て
、
ま
た
、
若
狭
湾
沿

岸
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
玄
関

口
と
し
て
、
「
三
方
五
湖
Ｐ

Ａ
」
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、

三
方
五
湖
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設

置
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

設
置
に
よ
り
、
国
道
162
号
を

経
由
し
常
神
半
島
へ
の
ル
ー
ト
、

世
久
見
・
食
見
を
経
由
し
て
小

浜
方
面
へ
の
ル
ー
ト
、
レ
イ
ン

ボ
ー
ラ
イ
ン
を
経
由
し
美
浜
・

敦
賀
方
面
へ
の
ル
ー
ト
な
ど
、

若
狭
湾
沿
岸
の
周
遊
ル
ー
ト
が

形
成
さ
れ
、
嶺
南
地
域
一
体
の

観
光
振
興
が
図
れ
る
。

　
　
　
　

町
内
で
の
イ
ベ
ン
ト

と
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
、
そ
し
て
、

  

ま
ち
づ
く
り
の

　
地
域
の
人
材
育
成

　
　
　
　

若
狭
町
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
を
実
現
す
る
に
は

地
域
の
人
材
育
成
が
必
要
だ

が
。

　
　
　
　

多
く
の
住
民
に
積

極
的
に
地
域
づ
く
り
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
住
民
の

み
な
さ
ん
自
ら
考
え
、
実
践

す
る
活
動
に
支
援
し
、
地
域

リ
ー
ダ
ー
育
成
に
取
り
組
み

た
い
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
に
関

心
の
お
持
ち
の
方
、
地
域
づ

く
り
に
意
欲
の
あ
る
方
、
公

募
等
含
め
任
期
を
複
数
年
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

集
落
と
の
つ
な
が
り
や
継

続
性
確
保
で
き
る
工
夫
を
検

討
し
た
い
。

　
　
　
　

町
内
に
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
を
設
け
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

設
け
て
い
る
が
交

通
規
制
は
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

を
設
け
て
い
る
な
ら
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
安
全
施
策
を

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

学
校
ご
と
に
「
通

学
路
安
全
マ
ッ
プ
」
を
作
成

し
、
児
童
生
徒
に
通
学
路
に

注
意
箇
所
の
指
導
を
し
て
い

る
。

　

自
宅
か
ら
学
校
ま
で
の
危

険
箇
所
を
把
握
し
、
若
狭
町

の
状
況
に
応
じ
た
有
効
な
手

段
を
考
え
る
。

　
　
　
　

工
事
期
間
を
10
年

と
す
る
と
、
新
幹
線
土
木
工
事

に
毎
年
５
百
億
円
の
国
費
と

百
億
円
の
県
費
（
う
ち
２
億
円

は
若
狭
町
民
負
担
）
が
使
わ
れ

る
。
こ
の
５
百
億
円
は
、
消
費

税
の
県
内
増
税
分
８
百
億
円
の

62.5
％
に
あ
た
る
。
若
狭
町
に
当

て
は
め
る
と
８
億
７
千
５
百
万

円
だ
。
若
狭
町
民
と
し
て
は
、

消
費
税
か
ら
８
億
７
千
５
百
万

円
を
、
県
税
か
ら
２
億
円
を
、

毎
年
、
新
幹
線
工
事
に
提
供
す

る
勘
定
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
平
成
26
年
度

に
は
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
が
開

通
す
る
。
上
中
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
滋
賀
方
面
に
出
入
り

す
る
車
は
プ
ラ
ン
ト
２
の
と
こ

ろ
か
ら
新
道
安
賀
里
線
を
走
る

と
思
わ
れ
る
。
交
通
量
の
増
加

を
に
ら
ん
で
、
危
険
箇
所
を
点

検
し
、
必
要
な
整
備
を
行
っ
て

い
く
べ
き
だ
。

　
　
　
　

本
線
は
瓜
生
小
学
校

の
通
学
道
路
で
あ
り
、
歩
道
拡

幅
に
つ
い
て
県
に
強
く
要
請
し

て
い
る
。

　
　
　
　

新
道
緑
地
公
園
角

（
瓜
生
口
）
交
差
点
が
危
険
で

あ
る
。

　
　
　
　

信
号
で
止
ま
っ
た
車

が
、
せ
せ
ら
ぎ
方
面
に
出
入
り

す
る
車
を
妨
げ
る
。
こ
の
交
差

点
改
良
は
全
面
的
な
見
直
し
が

必
要
だ
。
し
か
し
県
か
ら
は
い

い
返
事
が
返
っ
て
こ
な
い
。

　
　
　
　

信
号
手
前
で
大
型
車

が
止
ま
る
と
、
せ
せ
ら
ぎ
方

面
か
ら
来
て
右
折
す
る
車
と
、

303
号
か
ら
右
折
・
左
折
し
て

く
る
車
は
、
互
い
に
全
く
視
界

に
入
ら
な
い
。
た
い
へ
ん
危
険

だ
。
新
幹
線
に
毎
年
10
億
円

も
提
供
さ
せ
る
一
方
で
、
こ
ん

な
危
険
な
道
路
を
放
置
し
て
い

た
の
で
は
、
町
民
に
申
し
訳
が

立
た
な
い
。　

　
　
　
　
　
　

県
は
「
県
民
と

県
内
企
業
の
負
担
増
を
８
百
億

円
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
若

狭
町
に
あ
て
は
め
た
。

　
　
　
　

消
費
税
増
税
が
決
ま

っ
た
ら
、
社
会
保
障
の
検
討
は

後
回
し
で
、
大
型
公
共
事
業
が

一
斉
に
認
可
さ
れ
た
。
北
陸
新

幹
線
の
敦
賀
ま
で
の
延
伸
で
、

工
事
費
の
福
井
県
負
担
は
ど
れ

だ
け
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

県
内
区
間

の
土
木
工
事
に
約
６
千
億
円
か

か
り
、
こ
の
う
ち
県
の
実
質
負

担
は
約
１
千
億
円
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
　

建
設
費
を
含
ま
な
い

土
木
費
に
約
１
千
億
円
負
担
す

る
。
こ
れ
は
県
民
の
金
だ
。
若

狭
町
民
は
ど
れ
だ
け
負
担
す
る

こ
と
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

人
口
比
で

考
え
て
、
約
20
億
円
。

る
。

　
　
　
　

熊
川
地
区
も
町
の

玄
関
で
あ
る
。
県
外
客
に
訴

え
る
観
光
施
策
を
伺
う
。

　
　
　
　

道
の
駅
周
辺
に
花

桃
を
植
栽
し
、
園
芸
、
農
業

振
興
を
図
る
。　

　

11
月
以
降
は
松
寿
苑
跡

地
も
地
区
の
振
興
も
相
談
し

な
が
ら
進
め
た
い
。

  

新
規
就
農
者
対
策

  

に
つ
い
て

　
　
　
　

新
規
就
農
者
の
経

営
実
態
は
非
常
に
厳
し
い
。

　

自
立
支
援
と
し
て
根
菜
類

を
学
校
給
食
に
納
入
す
る
施

策
を
願
う
。　
　
　
　

体
系
を
、
今
年
度
中
に
メ
ド

を
立
て
、
早
い
時
期
に
実
施

し
て
い
き
た
い
。

  

観
光
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　

本
年
度
の
観
光
客

入
り
込
み
が
減
少
と
聞
く
。

　

そ
の
原
因
を
伺
う
。

　
　
　
　

観
光
ニ
ー
ズ
の
変

化
が
あ
る
。

　

団
体
か
ら
個
人
旅
行
に
移

行
し
大
型
観
光
バ
ス
の
来
客

が
減
少
。

　

福
島
原
発
事
故
も
少
な
か

ら
ず
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
　
　
　

舞
若
道
開
通
後
の

対
策
は
。

　
　
　
　

福
井
県
新
高
速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
対
策

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
花
と
光

を
テ
ー
マ
に
花
梅
・
花
桃
を

用
い
て
景
観
づ
く
り
を
進
め

小 

堀
小 

堀

小 

堀
小 

堀

小 

堀
小 

堀

町 

長

町 

長

町 

長

教
育
長

小
林

町 

長

町 

長
町 

長

町 

長
町 

長

北 

原

北 

原
北 

原

北 

原

北 

原
増 

井

増 

井

増 

井

増 
井

  

町
の
交
通
体
系
を
今
年
度
中
に
メ
ド
を
立
て

　

早
い
時
期
に
実
施
し
て
い
き
た
い

  

交
通
弱
者
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
を

　

取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か

町 

長

　
現
状
で
は
難
し
い 

看
板
等
で
運
転
者
に
注
意
を
喚
起

　

講
習
会
等
で
意
識
を
深
め
向
上
を
図
り
た
い

　
通
学
路
の
道
路
明
示
と
か
歩
行
者
エ
リ
ア
を
設
け

　

安
全
な
通
学
路
を
確
保
す
る
考
え
が
な
い
か

町 

長

小堀信昭  議員

増井九右衞門  議員

松 本 孝 雄  議員

北 原 武 道  議員

総
務
課
長

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長

町 

長

町 

長

町 

長

町 

長
町 

長

町 

長

　
三
方
五
湖
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の

　

設
置
に
向
け
取
り
組
む

　

町
民
と
町
内
企
業
の
税
負
担
は

　

年
14
億
円
程
度
増
え
る
見
込
み

　

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の
開
通
を
控
え
、

　

周
辺
の
環
境
整
備
や
観
光
施
策
は

   

消
費
税
10
％
の
町
内
へ
の
影
響
は
？

町 

長

総
務
課
長

松 

本
松 

本

松 

本

松 
本

（文責：質問者本人）
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議
会
だ
よ
り
　
第
3
0
号
　
　
発
行
／
若
狭
町
議
会
 広
報
特
別
委
員
会
　
　
〒
919-1393　

福
井
県
三
方
上
中
郡
若
狭
町
中
央
1-1　

TEL.0770-45-9117

議 会 の 動 き

　

今
年
は
昨
年
よ
り
暑
い

夏
で
、
９
月
に
入
っ
て
も

真
夏
日
が
あ
り
、
秋
が
来

る
か
と
心
配
で
し
た
が
、

昔
の
人
は
よ
く
言
っ
た
も

の
で
「
彼
岸
が
過
ぎ
れ
ば

…
…
」
と
い
う
こ
と
で
、

秋
ら
し
い
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
、
議
会

だ
よ
り
の
愛
読
と
議
会
へ

の
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

け
る
か
、
色
々
苦
心
致
し

て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
、
ご
感
想
を
お

寄
せ
下
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
（
増
井
九
右
衞
門
）

7月4日／福井県町村議会議長会議員研修

7月21日／福井県消防操法大会

9月11日／女性ネットワークの傍聴風景

7月9日／原子力発電若狭町環境安全対策協議会総会・研修会

8月21日／小浜市・若狭町振興協議会総会

9月22日／三方五湖一斉清掃活動

自治会館で議会活動の研修を受けました。

参加した三方消防団第1・第３分団大健闘

保安院に質問

嶺南地域有害鳥獣処理施設の視察

小雨降る中でおこなわれました。

編
集
後
記

傍聴に来て下さい !!傍聴に来て下さい !!


